
081-I-1867 ヒンドゥー教10講　（岩波新書） 赤松明彦 岩波書店
081-I-1868 プライバシーという権利　（岩波新書） 宮下紘 岩波書店
081-I-1869 花粉症と人類　（岩波新書） 小塩海平 岩波書店
081-I-1870 尊厳　（岩波新書） マイケル・ローゼン 岩波書店
081-I-1871 戦後政治史　（岩波新書） 石川真澄 岩波書店
081-I-1872 労働組合とは何か　（岩波新書） 木下武男 岩波書店
081-I-1873 時代を撃つノンフィクション100　（岩波新書） 佐高信 岩波書店
081-I-930 平安男子の元気な!生活　（岩波ジュニア新書） 川村裕子 岩波書店
081-I-931 SDGs時代の国際協力　（岩波ジュニア新書） 西村幹子 岩波書店
081-I-932 コミュニケーション力を高めるプレゼン・発表術　（岩波ジュニア新書） 上坂博亨 岩波書店
140-M 心理学に興味を持ったあなたへ　改訂版 明星大学心理学科 編 学研プラス
159-K 女子高生と魔法のノート 角谷建耀知 ディスカヴァービジネスパブリッシング

213-T 新編立川市史　資料編古代・中世 立川市史編さん古代・中世部会 編 立川市
213-T 新編立川市史　資料編現代Ⅰ 立川市史編さん現代部会 編 立川市
213-T 新編立川市史　資料編柴崎の民俗 立川市史編さん民俗・地誌部会 編 立川市
213-W 多摩川流域の縄文時代遺跡と敷石住居 和田哲 [和田哲]

081 366-N-29 小学校教諭になるには 森川輝紀 編著 ぺりかん社
I 366-N-40 弁理士になるには 藤井久子 ぺりかん社

932 367-J 「男女格差後進国」の衝撃　（小学館新書） 治部れんげ 小学館
367-W WOMEN女性たちの世界史大図鑑 ホーリー・ハールバート ほか監修 河出書房新社
376-N 国際学部 三井綾子 ぺりかん社
379-S 夢を叶えるための勉強法 鈴木光 KADOKAWA
383-A 平成・令和食ブーム総ざらい　（インターナショナル新書） 阿古真理 集英社インターナショナル

383-N 学校制服の文化史 難波知子 創元社
507-P ピタゴラ装置はこうして生まれる 佐藤雅彦　編 小学館
507-P-1 ピタゴラ装置DVDブック　１ 佐藤雅彦　監修 小学館

379 507-P-2 ピタゴラ装置DVDブック　２ 佐藤雅彦　監修 小学館
S 507-P-3 ピタゴラ装置DVDブック　３ 佐藤雅彦　監修 小学館

548-O ドラえもんを本気でつくる　（PHP新書） 大澤正彦 PHP研究所
725-Z 数学デッサン教室 瑞慶山香佳 技術評論社
769-ﾖ バレリーナ踊り続ける理由　（河出文庫） 吉田都 河出書房新社
799-N 高校ダンス部のチームビルディング　（星海社新書） 中西朋 星海社
913-ｱ 17歳のラリー　（角川文庫） 天沢夏月 KADOKAWA
913-ｱ 平成ストライク　（角川文庫） 青崎有吾 ほか KADOKAWA
913-ｳ バケモンの涙 歌川たいじ 光文社
913-ｴ 二人がいた食卓 遠藤彩見 講談社

913 913-ｸ 晴れ、時々くらげを呼ぶ 鯨井あめ 講談社
ウ 913-ﾎ-3 紙屋ふじさき記念館　カラーインクと万年筆　（角川文庫） ほしおさなえ KADOKAWA

913-ﾕ 彩無き世界のノスタルジア 行成薫 集英社
929-ﾁ 彼女の名前は チョ ・ナムジュ 筑摩書房
933-ｽ-1 Scream!絶叫コレクション　震える叫び R.L.スタイン 監修 理論社
933-ｽ-2 Scream!絶叫コレクション　不気味な叫び R.L.スタイン 監修 理論社
933-ｽ-3 Scream!絶叫コレクション　消えない叫び R.L.スタイン 監修 理論社
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今月入った新しい本

　２，３年生の中には、前作『82年生まれ、キム・ジヨン』読んでいた人が結構いましたよね。こ
の本もまた、韓国の女性をテーマにしている本です。60人余りの人にインタビューをして、その
中から28編を小説にした物語。暮らしの中で、女性であることで感じる不条理に声をあげ、行
動を起こす女性たちが描かれています。
　韓国という国の話なのに、日本の話を読んでいるように感じるのは、韓国と日本の抱えてい
る問題が似ているからなのかもしれませんね。韓国好きな人はこの本もぜひ。

チョ・ナムジュ/著　　　　　筑摩書房

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

　昨日から、朝の読書が始まりました。しっかり読んでいますか？
朝は眠いから読めないという声が毎年聞こえてきますが、静かに本を読むこ
とで目を覚まして心を落ち着かせ、授業が始まる頃には集中できるようにと
いう目的もあって行っているものです。「読めない」と思っているうちは、いつ
までたっても読めません。まずは、目を覚ますために読んでみましょう。

『コミュニケーション力を高めるプレゼン・発表術』
上坂博亨・大谷孝行・里見安那/著　　　　　岩波書店

　3年生はいよいよ受験生ですね。そろそろ志望校を決め始める頃だと思います。志望校が決
まったら、試験内容をチェックしておきましょう。中には、試験にプレゼンがある学校もあるかと
思います。プレゼン、苦手な人が多いですよね。
　早めに準備するためにも、ちょうど良い本が出ました。パワーポイントの上手な使い方だけで
なく、文章の書き方や、発声練習、日本語の練習まで丁寧に書かれています。大学に進学予定
の人は、入試にプレゼンがなくても、入学後に必ずプレゼンをする機会がやってきます。知って
おくことは大事ですよ。

『バケモンの涙』
歌川たいじ/著　　　　　光文社

　駄菓子屋さんで売っている「ポン菓子」を食べたことがある人はいるでしょうか？ニンジン型
の袋に入った、お米を膨らませた素朴なお菓子ですが、知らない人も多いかもしれませんね。
　このお話は、太平洋戦争中の大阪で国民学校の先生をしていたトシ子が、食糧難で飢え死
ぬ子供たちを救うために、幼い頃に見たポン菓子製造機を作って子供たちを救おうとする物語
です。食料もなければ、機械を作る鉄すらもない時代、旧家の子女だったトシ子が、世間知ら
ずのお嬢さんと馬鹿にされながらも必死に頑張る姿に女性の強さを感じます。実話を元にした
お話だそうですよ。

『彼女の名前は』

『夢を叶えるための勉強法』
鈴木光/著　　　　　KADOKAWA

　テレビ番組に「東大王」の1人として出演し活躍されていたので、名前は知っている人も多い
でしょう。テレビでの印象だと、なんでもできる完璧な天才のように思えるかもしれませんが、
小さい頃から積み重ねてきた努力があったからこそだとこの本を読むとわかります。
　タイトルの通り、勉強の仕方をアドバイスしてくれている本ですが、まずは小さな目標を達成
して、「やればできる」という成功体験を積み重ねることが大事なのだそうです。具体的に、ま
ずは授業で行う小テストのために、勉強をしてみましょうと書かれています。小テストのため
に、勉強してますか？


